職員の適正配置等の推進について

１．職員数の変遷


○定員管理に関する取り組み
　・魚津市定員管理計画による職員の定員管理と適正配置（第１次から第５次）
・機構改革等の実施による少数精鋭化と事務の簡素合理化
・業務の民間委託（ゴミ収集業務や給食センター等調理部門）
・富山県東部消防組合の発足による職員派遣


２．職員数等の状況　平成30年４月１日現在
○一般職265人、保育士47人、業務員27人　合計339人
　・定員管理計画数　334人（保育士６名増、業務員１名減による）
　・保育時間延長への対応や臨時保育士の比率改善のため、保育士の配置計画を見直し、正職員の採用を増やした	

　○職員の適正配置等の取り組み
　・定住応援室を新設し職員を配置
　地域活動の支援と移住・定住対策の推進のため
　・子育て支援の推進のための職員充実　
　　　こども課担当職員及び保育士、産婦人科クリニック開設準備室の担当職員を増員　
・係の統合・廃止等組織や事務の見直しによる減員
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類似団体・・すべての市区町村を対象に人口と産業構造の要素を基準としてグループに
分けたもの


３．今後の定員管理等について
○定員管理計画の見直し
・社会情勢の変化、多様化する行政ニーズに適確に対応
・人口規模に見合う職員数等組織体制
これらを念頭に職員の定数管理、適正配置を推進。

留意事項
・職員の資質向上
・再任用職員の能力の活用
・組織や事務事業等の見直し等、柔軟な組織運営の継続
・多様な人材の採用（ＵＩＪターン採用等）
・民間委託等の行政改革の推進
・定年延長制度への対応

再任用職員　　定年退職等の退職者を、1年以内の任期を定め、主任クラスで改めて採用
　　再任用職員の給与は定年前から減額（概ね５割）
職員数
S61	S62	S63	H1	H2	H3	H4	H5	H6	H7	H8	H9	H10	H11	H12	H13	H14	H15	H16	H17	H18	H19	H20	H21	H22	H23	H24	H25	H26	H27	H28	H29	H30	504	506	501	501	499	503	505	508	510	509	508	509	506	500	498	487	488	479	469	450	444	438	428	419	414	411	410	350	343	336	343	347	352	


1

2
image1.emf
普通会計

職員数

住基人口

29.1.1

人口

1

万人

当たり職員数

類似団体 類似団体内の順位

滑川市

174 33,411 52.08 81.58 3/71 （Ⅰ‐2）

魚津市

296 42,706 69.31 81.58 16/71 （Ⅰ‐2）

氷見市

359 49,105 73.11 81.58 24/71 （Ⅰ-2）

小矢部市

229 30,746 74.48 81.58 29/71 （Ⅰ‐2）

砺波市

377 49,095 76.79 81.58 33/71 （Ⅰ‐2）

黒部市

337 41,802 80.62 81.58 37/71 （Ⅰ‐2）

富山市

2,895 418,304 69.21 61.86 39/48 （中核）

射水市

656 93,934 69.84 62.78 63/84 （Ⅱ-3）

高岡市

1,247 174,275 71.55 65.43 16/20 （Ⅳ-2）

南砺市

552 52,472 105.20 73.33 90/92 （Ⅱ-2）


